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  VISCERALGINE was adrninistered to a total of 32 patients who complained of colic pain due
to urolithiasis， Cystoscopy， retrograde pyelography or operations upon the lower urinary tract．
Seventeen patients responded well．
  The treatrnent with VISCERALGINE was markedly effective in 11 cases， effective in 6
cases and ineffective in 15 cases． As a side effect nausea was noted in only two cases．

























       薬     剤
 1） 成分および組成
 ビセラルジンはRiomのCentre Europ6en de Rec－
herches Mauverneyによって開発されたものであ
り，構造式はつぎのようなものである．
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 毒性としては，Duch6ne－Marullaz et al．（1963）1）
によるとつぎのごとくである．
a）急性毒性




  ラット 45日間 50mg／kgで体重，血液，
     尿，臓器所見正常
13ア
イヌ 30日間にわたり1錠中Tiemonium
   iodide 40mg含有の錠剤8錠投与に
   て異常所見をみとめなかった．．














年令性 診 断 名  症 状 用法・用量 症状の変化 排石副作用効果 備考
1 30 男 左尿管結石症 肉眼的血尿，左疵痛 2m1（静）30分後痛痛軽減 なし やや有
2 28 男 左尿管結石症 左二部鈍痛 2ml（筋）15分後鈍痛消失 なし 有 効
1週後
3 26 男 右尿管結石症 間欺的右側腹痛 2m1（静）10分後腹痛消失結石なｵ なし 著 効
4 27 男 両側尿管結石症 腰痛 2m1（筋）腰痛持続 なし 無 効
5 46 男 右尿管結石症 右側腹部痛痛 4m1（筋）20分後痛痛やや竄墲轤ｮ 、なし 有動
6 39 男 右尿管結石症 右腎部鈍痛 2ml（筋）20分後鈍痛消失 なし 著効
7 47 男 右尿管結石症 排尿時終末痛 2m1（筋）排尿痛軽度 なし やや有
8 22 男 左尿管結石症 左腰痛・ 21n1（筋）腰痛不変 なし 無 効




巨ﾎなｵ 嘔気 無 効
麻薬使p
10 40 男 右尿管結石症 右腎部疵痛
2m1（筋）2m1（静）





































































前立腺癌    ’膀胱鏡
左特難腎舳灘響孟内硝酸
左隣難腎明細雛賢孟内
















15分後尿道自発痛        なし消失
右腰痛持続   なし


























































































































































膀胱炎      2m1（筋）
TURおよびバッグカテーテルに2ml（筋）
よる膀胱痛
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